
 

 

５．宮城県のてんかん診療値域連携事業 

「東北大学病院てんかんセンターにおける活動の概要」 

東北大学病院てんかんセンター 中里 信和 

 

 

【まとめ】 

 東北大学病院てんかんセンターでは、総合大学としての特徴を活かし、大学病院であればこ

その活動に重点を置いている。とくに、高度な包括的てんかん診療と、外部施設との連携によ

る遠隔てんかん教育、多職種・多業種の人材育成、さらには社会活動としての広報活などであ

る。具体的な活動の概要を示すべく，２０２０年度の年間活動の経過・予定について，以下，

表として掲載する． 

 

【2020 年度てんかん診療医療連携拠点協議会委員名簿】 

  氏  名 職業（役職） 

委員長 中里 信和 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授（日本てんか

ん学会専門医・指導医，日本脳神経外科学会専門医） 

委員 冨永 悌二 
東北大学病院長 東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野 

教授（日本脳神経外科学会専門医） 

同 富田 博秋 
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野 教授（日本精神神

経学会専門医） 

同 青木 正志 
東北大学大学院医学系研究科神経内科学分野 教授（日本神経学

会専門医） 

同 呉 繁夫 
東北大学大学院医学系研究科小児病態学分野 教授（日本小児科

学会専門医） 

同 小川 舞美 東北大学病院てんかん科（公認心理師） 

同 高橋 哲也 東北大学病院地域医療連携課 課長補佐 

同 大竹 茜 
東北大学病院地域医療連携センター  主任社会福祉士（社会福祉

士，精神保健福祉士） 

同 本庄谷 奈央 
東北大学病院地域医療連携センター  てんかん診療支援コーディ

ネーター（精神保健福祉士） 

同 上埜 高志 
東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 教授（精神保健指定

医，日本精神神経学会専門医・指導医） 

同 萩野谷 和裕 
宮城県立こども病院 副院長（日本てんかん学会専門医・指導医，日

本小児神経学会専門医） 

同 北村 太郎 
仙台市立病院小児科 医長 （日本小児神経学会専門医，日本小児

科学会専門医・指導医） 



 

同 角藤 芳久 
宮城県立精神医療センター 院長（精神保健指定医，日本医学放射

線学会専門医） 

同 松野 あやえ 宮城県保健福祉部精神保健推進室 室長 

同 髙橋 みね 
宮城県保健福祉部精神保健推進室 技術補佐（精神保健推進班

長） 

同 小原 聡子 宮城県精神保健福祉センター 所長 

同 小林 和恵 仙台市保健所宮城野支所 障害高齢課 地域支援係長 

同 萩原 せつ子 日本てんかん協会宮城県支部 事務局長（てんかん患者の家族） 

 

 

【年間の代表的活動】 

開催日 対象者 研修内容 

令和 2年 6

月 3 日 

東北大学工学部大

学院講義「工学と

生命の倫理」 

録画による講義 東北大学大学院工学系研究科の修

士課程１年の大学院生を対象として、中里信和教授

の講義「知ってて知らない『てんかん』」 

令和 2年 8

月 1 日 

第 114回東北大学

てんかん症例検討

会 

Web開催）難治性てんかん症例の入院精査結果に基づ

いた包括的症例検討会．遠隔会議システムを用いて

全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 2年 9

月 12 日 

第 115回東北大学

てんかん症例検討

会 

Web開催）難治性てんかん症例の入院精査結果に基づ

いた包括的症例検討会．遠隔会議システムを用いて

全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 2年

10月 3日 

第 116回東北大学

てんかん症例検討

会 

Web開催）難治性てんかん症例の入院精査結果に基づ

いた包括的症例検討会．遠隔会議システムを用いて

全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 2年

10月 22日 

宮城学院女子大学

の養護教員養成課

程 

Web講義）中里信和教授による「てんかんの基礎知

識」に関する講義 

令和 2年

11月 21日 

第 117回東北大学

てんかん症例検討

会 

Web開催）難治性てんかん症例の入院精査結果に基づ

いた包括的症例検討会．遠隔会議システムを用いて

全国各地の専門施設からの参加有り． 



 

令和 2年

11月 21日 

てんかん包括医療

東北研究会 

Web開催）てんかん診療に関わる東北地区の医師・医

療関係者を対象として、国立精神・神経医療研究セ

ンター脳神経外科の岩崎真樹部長の特別講演を予

定。 

令和 2年

12月 12日 

全国てんかんリハ

ビリテーション研

究会 

Web開催）年１回の学術大会で、今回は東北大学てん

かん科が主管で開催。対象はてんかん関連の多職種

で、中里信和教授の講演「診療報酬改訂と持続可能

てんかんリハ」も含む招待講演と一般演題。 

令和 2年

12月 19日 

第 118回東北大学

てんかん症例検討

会 

Web開催）難治性てんかん症例の入院精査結果に基づ

いた包括的症例検討会．遠隔会議システムを用いて

全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 3年 1

月 9 日 

第 119回東北大学

てんかん症例検討

会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括

的症例検討会．遠隔会議システムを用いて全国各地

の専門施設からの参加有り． 

令和 3年 1

月 9 日 

東北てんかんフォ

ーラム 

Web講義）てんかん診療に関わる東北地方の医師およ

び医療関係者を対象として、谷口豪先生（国立精

神・神経医療研究センター精神科）の特別講演。 

令和 3年 1

月 16 日 
眼科医向け講演会 

宮城県内の眼科医を対象とした講演会で、中里信和

教授が「遠隔医療の多様性と将来性〜大学病院てん

かん科の事例より〜」と題した講演。 

令和 3年 2

月 6 日 

第 120回東北大学

てんかん症例検討

会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括

的症例検討会．遠隔会議システムを用いて全国各地

の専門施設からの参加有り． 

令和 3年 2

月 8 日 

気仙沼医師会講演

会 

Web講義）気仙沼地域の医師や医療従事者を対象に、

中里信和教授が、てんかん専門外来を中心に、遠隔

医療の最新の話題を講演。 

令和 3年 3

月 6 日 

第 121回東北大学

てんかん症例検討

会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括

的症例検討会．遠隔会議システムを用いて全国各地

の専門施設からの参加有り． 

令和 3年 3

月 20 日 

パープルデー宮城

オンラインイベン

ト 

てんかん啓発を目的としたＦＭラジオ放送とソーシ

ャルメディア（Twitter）を組み合わせたオンライン

イベントの開催。 



 

【クラウドファンディングによる啓発ラジオ番組の提供】 

 

 

 

●プロジェクト終了報告（2020 年 10月 13 日） 

この度は、東北大学病院クラウドファンディングプロジェクト“ラジオ番組「知って安心、

てんかん」で社会の誤解を減らしたい！”に多大なご支援と応援を頂きまして、誠にありがと

うございます。 

不安の中で迎えた募金初日でしたが、開始早々、わずか 12 時間 23 分という短時間で目標の

金額を達成することができました。ご寄付はさらに増え、最終的には目標金額の２倍を超える

支援を頂戴することができました。 

頂戴した募金の額もさることながら、皆様からの多数の応援メッセージにも感激いたしまし

た。てんかんへの社会の誤解を減らしたいという私たちの企画に共感していただいた方の多さ

に、あらためて気づかされた次第です。 

おかげさまで、いただいた募金を使わせていただき、ラジオ番組「知って安心、てんかん」

におきましては、当初予定の 10 回分の収録が完了し、現在、下記のように First Season とし

ての放送が続いております。また 2021 年 1月からは、目標額を超えた募金を使わせていただい

て、Second Season の放送も計画されております。 

今回いただいた皆様からの篤いご支援と応援は、今回のラジオ番組に限らず、またてんかん

という疾患の啓発活動に限らず、今後の東北大学病院の社会活動全体にとっても大きな意味を

もつものです。本当に有り難うございました。末筆ながら、皆様の今後のご健勝とますますの

ご発展をお祈り申し上げます。 

  



 

●いただいたご支援によるラジオ番組「知って安心、てんかん」を、以下の First Season 

（収録完了にて、現在放送中）と、2021 年 1月に開始予定の Second Season （計画中）にわけ

て実施しています。ラジオ番組は東北大学医学部・医学研究科のホームページで随時、聴くこ

とができます（アーカイブ：東北大学大学院医学系研究科・医学部 動画配信サイト： 

https://www.med.tohoku.ac.jp/mov/press/index.html)。 

 

★Season I 

◆放送期間：2020 年 8月 5 日（水）～2020年 10 月 7 日（水） 

◆放送日時：毎週水曜日 午前 10:00～10:05 Morning Burush 内 

◆放送局：エフエム仙台 

◆放送内容・出演者： 

第 1 回 「てんかんとは？」 中里信和 教授（東北大学病院てんかん科） 

第 2 回 「成人のてんかん発作」 神一敬 准教授（東北大学病院てんかん科） 

第 3 回 「子供のてんかん発作」 植松貢 准教授（東北大学病院小児科） 

第 4 回 「てんかんの検査」 柿坂庸介 講師（東北大学病院てんかん科） 

第 5 回 「てんかんの薬物治療」 上利大 助手（東北大学病院てんかん科） 

第 6 回 「てんかんの外科治療」 大沢伸一郎 助教（東北大学病院 脳神経外科） 

第 7 回「てんかんと学校」 萩野谷和裕 副院長（宮城県立こども病院 小児科） 

第 8 回「てんかんと就労」 小川舞美 公認心理師（東北大学病院てんかん科） 

第 9 回「高齢者のてんかん」 神一敬 准教授（東北大学病院てんかん科） 

第 10 回「てんかんと共に生きる」 中里信和 教授（東北大学病院てんかん科） 

 

★Season II：てんかんへの疑問・質問にお答えします！ 

◆放送期間：2021 年 1月 6 日（水）～2021年 3 月 10 日（水）毎週水曜日 午前 10:00～10:05 

◆放送局：エフエム仙台 

◆番組名：Date fm Morning Brush 内 

◆放送内容・出演者： 

第 1 回  2021年 1月 6 日  てんかんとは何か？「おさらい篇」 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

小川 舞美 (東北大学大学病院てんかん科 公認心理師) 

第２回  2021 年 1月 13 日 てんかんを持つ当事者からの疑問 

小川 舞美 (東北大学大学病院てんかん科 公認心理師) 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第３回  2021 年 1月 20 日 てんかんを持つ家族からの疑問 

 萩原 せつ子（日本てんかん協会宮城県支部） 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

https://www.med.tohoku.ac.jp/mov/press/index.html


 

第４回  2021 年 1月 27 日 教員からのてんかんの疑問 

小川 舞美 (東北大学大学病院てんかん科 公認心理師) 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第５回  2021 年 2月 3 日 相談支援員からのてんかんの疑問 

 長岡 麻人 (アビリティーズジャスコ株式会社就労支援事業部 部長代行) 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第６回  2021 年 2月 10 日 患者も知っておくべき「医師の疑問（その１）」 

 神  一敬 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授) 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第７回  2021 年 2月 17 日 患者も知っておくべき「医師の疑問（その２）」 

 福與 なおみ（東北医科薬科大学病院 小児科） 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第８回  2021 年 2月 24 日 患者も知っておくべき「医師の疑問（その３）」 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第９回  2021 年 3月 3 日 患者も知っておくべき「医師の疑問（その４）」 

 神  一敬 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授) 

小川 舞美 (東北大学大学病院てんかん科 公認心理師) 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

第１０回  2021 年 3月 10 日 「知って安心、てんかん」 

 中里 信和 (東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授) 

小川 舞美 (東北大学大学病院てんかん科 公認心理師) 
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